
 

 

 

 

 

 

「１万時間の法則」 ～ 継続こそ力なり ～ 
 校長 今 泉 勝 徳  

今日で１学期が無事終了しました。日数にして６９日。あっという間だったように思え

ます。保護者の皆様、地域の皆様の支えをいただき、子どもたちがここまで無事に毎日元

気に過ごせましたことに、感謝申し上げます。 

ところで、私が学級担任をしている頃、特に、中学校１年生の学担をしている頃、毎回１

学期の終わりに、以前読んだ『天才！成功する人々の法則』の中にあった「１万時間の法

則」という話を子どもたちにしてきました。この本の作者イギリスのマルコム・グラッド

ウェル氏は、スポーツや音楽・ＩＴ産業などで成功した人、数千人を調べ上げ、成功するた

めに必要なのは『才能』なのか『努力』なのかということを科学的に調査したそうです。調

査の結果、それらの人に共通しているのはたった一つ、『１万時間以上練習』しているとい

うことでした。  

グラッドウェル氏の結論は、人の才能に大差はなく、要はそれだけ時間と量をかけて練

習できるかということです。「１万時間の法則」というのは、だれでも「何かを目指して１

万時間を積み重ねることができたら、その道の一流のプロフェッショナルになれる」とい

うものです。そこで、子どもたちに将来なりたいものがあったら、どれぐらいその勉強や

練習等をすればいいと思うかを聞いてみます。すると「いっぱい練習すればいい」とか「上

手や下手もあるので、人によって違うかも」といったつぶやきが聞こえてきます。その後、

私から「１万時間の法則」について話をした上で「１万時間って何年ぐらいだろう？」とい

う問題を投げかけ、子どもたちと一緒に計算をしてみることにしていました。 

最初は、単純に１日２４時間として計算すると１万÷（３６５日×２４時間）で約１年

２か月になることを確認し、次に、寝ている時間や学校で勉強している時間などを差し引

いて現実的に毎日自分のやりたいことを続けられる時間を３時間ぐらいと想定し、計算し

てみます。結果は、１万÷（３６５日×３時間）で約１０年になります。つまり、１万時間

の法則が正しいとすれば、１日３時間、毎日自分の夢に向かって勉強したり、そのことを

練習したりすることを続けられれば、１０年でその道のプロになれるということを子ども

たちと確認してこの話を終わりにしていました。この話の後、子どもたちの中には、具体

的な数値が分かったことで「今日からやってみようかな」といった前向きなつぶやきをす

る子も多くみられました。 

また、この本には「人はある行動をしてから６０秒以内にほめられると、再びその行動

を繰り返す確率が高まる」ということも書いてあり、子どもの続ける力を育むコツは、こ

の「すかさず望ましい行動をほめること」にあるようです。明日から３７日間の夏休みに

なります。長い夏休みを有効につかって、御家庭でもお子さんと一緒に毎日続けられそう

なことを決めて、１万時間の法則の第一歩を踏み出してみてください。そして、望ましい

行動をほめることを通して、お子さんが一つのことを続ける気持ちを応援してあげてくだ

さい。続ける力を身に付けることが子どもたちの将来の可能性を広げていくことの一助に

なると思います。それでは、よい夏休みを！
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 今年１回目の水泳教室が行われました。どの子
も、自分の目標に向かって一生懸命に練習してい
ます。夏休み中も、機会があればどんどん練習
し、２回目の水泳教室で上達した姿を見せてほし
いと思います。 
 
 
 
 
 
 

 
 学習後半、ウォータースライダーなどで、水と
戯れる子どもたち。楽しそう（笑） 

７月６日土曜参観日ということもあり、たくさ
んの方々にお出でいただきました。お父さん方の
姿もあり、教育に対する関心の高さを感じまし
た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

願 い を 込 め て 

７／１（月）に七夕集会を行いました。一人一人が願い事を記した短冊と七夕飾りを持ち寄って、笹竹に

丁寧に飾り付けていました。なかなか笹の先端に飾りつけが出来ずに困っている低学年に、高学年が手 

                    伝ってあげるなど、微笑ましい場面も見られました。 

                     装飾が終わり、笹竹を立ち上げていったとき、大きな歓声

が玄関ホールに響き渡りました。笹竹が天井に届きそうな

くらい大きかったからです。子供たちの願いも、もっともっ

と高い天まで届くといいですね。 
盛大に七夕集会ができ

たのは、笹竹を寄贈して
くださった『松下 様
（４年中村花音さんの祖
父母）』のお陰です。 
ありがとうございまし

た。 

１０日（水）は，東北大学の学生と教授による

「エネルギーに関する授業」でした。今年度は、

ウェブでの授業でしたが、真剣に話を聞き、熱心

に実験に取り組んでいました。知的好奇心を掻き

立ててくれる授業でした。 




